
設
計
・
用
地
説
明
会

　

平
成
20
年
度
に
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
実
施
し
た
路
線
測
量
、
地
質
調
査

を
基
に
圏
央
道
と
、
圏
央
道
が
通
過
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
既
設
の

道
路
な
ど
の
機
能
補
償
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
調
整
を
行
っ
た
設
計
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
地
元
関
係
者

（
地
権
者
等
）
の
皆
様
に
計
画
案
の
内

容
の
説
明
と
、
事
業
で
提
供
い
た
だ
き

た
い
用
地
の
範
囲
を
提
示
し
、
あ
わ
せ

て
、
今
後
の
お
お
よ
そ
の
事
業
の
流
れ

と
用
地
補
償
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

土
木
課
建
設
係　

☎
（80）
１
１
８
２

　

国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所
調
査
課

☎
０
４
３
（
２
８
５
）
０
３
１
７

　

圏
央
道
〔
東
関
道
水
戸
線
〜
千
葉
東
金
道
路
〕
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
か
ら

測
量
・
地
質
調
査
を
行
い
、
設
計
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
地
元
関
係
者

（
地
権
者
等
）
の
方
々
に
圏
央
道
の
設
計
及
び
用
地
幅
杭
・
用
地
測
量
等
に
つ
い
て
、

次
の
日
時
で
、
設
計
・
用
地
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
内
の
今
回
説
明
会
対
象
地
区

　

松
尾
町
谷
津
、
松
尾
町
古
和

開
催
日
時
・
場
所

１
回
目

　

10
月
25
日
㈭　

午
後
７
時
〜

　

谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設「
興
福
館
」

　
　

山
武
市
松
尾
町
谷
津
４
１
８
番
地

２
回
目

　

10
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
〜

　

横
芝
光
町
立
大
総
小
学
校
体
育
館

※
説
明
内
容
は
概
ね
同
じ
で
す
。
ご
都

合
に
あ
わ
せ
て
出
席
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
対
象
地
区
に
は
、
地
区
毎
の

回
覧
で
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
圏
央
道
及
び
市
道
等
の
機
能

補
償
道
路
の
計
画
線
内
の
土
地
及
び

そ
の
土
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
所
有

す
る
方
に
は
、
直
接
郵
送
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

圏
央
道
（
大
栄
〜
横
芝
）
は
、
東
関

東
自
動
車
道
（
水
戸
線
）
と
の
接
続
と

な
る
大
栄
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
仮
称
）

を
起
点
と
し
、
途
中
（
主
）
成
田
小
見

川
鹿
島
港
線
及
び
一
般
国
道
２
９
６
号

と
の
交
差
部
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
設
置
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、

終
点
部
は
千
葉
東
金
道
路
の
松
尾
横
芝

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
接
続
し
ま
す
。

圏
央
道〔
東
関
道
水
戸
線
〜
千
葉
東
金
道
路
〕の
設
計・用
地
説
明
会

圏
央
道〔
東
関
道
水
戸
線
〜
千
葉
東
金
道
路
〕の
設
計・用
地
説
明
会

圏央道（東関道水戸線～千葉東金道路）の計画位置図と説明会対象範囲

○区間
　成田市吉岡～山武市松尾町谷津
　延長：約１８．５ｋｍ
○道路の規格
　設計速度：１００ｋｍ／ｈ
　道路規格：第１種第２級（自動車専用道路）
　車線数：４車線（完成時）
　標準幅員：２２．０ｍ
○通過市町村：成田市、多古町、芝山町、横芝光町、山武市

６広報さんむ
2012.10月


